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プレドニゾロン（プレドニン®） 

 

 

 

 

このお薬は主に「ネフローゼ症候群」「腎炎」「膠原病」の患者さんの治療に使用します。 

これらの疾患の多くは、何らかの免疫の異常が病気に関わっており、プレドニン®によってそれらの免疫の異

常をおさえること（免疫抑制作用）で病気を治すことを目的としています。 

飲み薬のお薬で、錠剤と粉薬があります。 

 

主な副作用としては 

満月様顔貌（顔が丸くなる）、食欲亢進、肥満、多毛、にきび 

などがあります。 

上記の副作用は、頻度は高いですがお薬を飲み終われば元に戻る副作用です。 

一方以下の副作用は、頻度が高く重症化する可能性があり、注意して経過観察が必要です。 

 高血圧、骨密度の低下（骨がもろくなる）、緑内障（眼圧があがる）、白内障（目が濁って見えずなくなる）、

易感染性（感染にかかりやすくなる）、血栓症（血の塊ができる）、成長障害、精神変調（気分のむらが激しく、

怒りっぽくなったりおちこみやすくなる）、消化性潰瘍（胃や腸の粘膜に傷がつく）、糖尿病 

 

プレドニン®内服中に予防接種を希望される際には、接種できない場合がありますので必ず主治医にご相談く

ださい。 

 

 

 


